
一

讐

ど
も
／
）

ヽ
立
す
忌

ら
だ
。
一

　
こ
の
Ｉ

め
た
。
ｗ

レ
ベ
ル
に

た
。
乙
の
一

葦
冪
圧
一

の
何
も
”
の

９Ｑ

実

た
八

の
、
わ

弑
み
ほ

な
か
っ

お
こ
す
こ
と
を
決
意
し
て
い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
気
を
ゆ
る
め
て
は
な
ら

な
い
し
、
気
お
く
れ
し
て
も
な
ら
な

い
。
わ
れ
わ
れ
は
大
胆
に
事
念
願
ｊ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
そ

の
事
を
決
意
し
た
の
だ
。
ま
さ
し
く
わ

れ
わ
れ
を
圧
殺
し
よ
う
と
し
て
い
る
彼

ら
の
戦
車
や
大
砲
、
あ
る
い
は
飛
行
機

そ
の
も
の
に
よ
っ
て
。
‐

　
こ
の
前
の
事
件
で
少
な
く
と
も
５
０

０
に
近
い
死
傷
者
が
で
て
い
る
。
本
当

に
、
少
な
く
見
て
も
だ
。
昨
日
、
私
は

ひ
と
つ
だ
け
の
病
院
に
行
っ
て
み
勺

医
者
は
私
に
２
８
０
の
負
傷
者
と
６
０

の
死
者
が
い
る
こ
と
を
告
げ
た
。

　
紳
士
淑
女
諸
君
／
・

私
は
解
放
感
に
満
ち
て
い
る
。
わ
れ
わ

れ
は
圧
ぱ
く
さ
れ
た
り
、
強
制
さ
れ
て

行
動
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
私
は
自
由
と
い
う
考
え
方
を
知
っ
て

い
る
。
そ
れ
か
良
い
事
だ
と
も
知
っ
て

‐
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
゛
こ
の
こ
と
を
あ

。
な
だ
方
に
理
解
し
て
頂
く
こ
と
が
困
難

’
で
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。
あ
な
た

方
の
何
人
が
は
き
っ
と
こ
の
よ
う
に
言

う
だ
ろ
う
。
「
こ
の
よ
う
な
状
態
で
、

わ
れ
わ
れ
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
。

’
｀
６
め
ｒ
ｘ
ｉ
駐
セ
籾
己
的
な
無
礼

Ａ
５
判
こ
四
〇
頁

午
三
百
円
〒
1
4
0

全
３
孝
死
顔
／
神
戸
大
名
誉
教
授
／
工
博
堀
口
博
著
　
巷

有
毒
物
の
流
出
’
大
気
汚
染
゛
火
災
爆
発
等
の
公
害
防
止
の
た
’
恢

71
毒
・
危
険
物
里
一

a
l
‐
~
i
J
j
’
￥

哉

紅
　
無
機
綴
剔
彫
副
め
、
あ
ら
ゆ
る
毒
劇
物
危
険
物
を
網
羅
集
録
し
て
危
険
作
這
‐
２

一
｀
一
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
５
判
五
四
〇
頁
類
／
化
学
構
造
／
作
業
限
次
／
毒
性
性
状
／
応
急
処
置
／
危
険
一
一
一

定
　

有
機
編
Ξ
千
八
百
Ｓ
Ｔ

1
7
0
物
管
理
等
を
詳
細
に
解
明
し
た
大
好
評
唯
一
の
公
害
防
止
指
針
保

－

有
根
生
勿
ヒ
学
賠
蟹
梨
香
四

出
　
　
　
　
　
　
沌
７
イ
　
　
Ａ
ｓ
判
一
六
〇
頁
λ
五
〇
円
・
〒
ｍ
・

共
　

最
新
刊
／
’
食
物
学
栄
聾
吊
そ
の
他
生
化
学
の
応
用
分
野
卑
双
上
に
必
須
の
有
塘
祀
学
生
物
化
学
の
基
礎
京

Ξ
　
知
識
、
即
ち
有
機
物
の
構
造
式
か
ら
諸
性
質
の
推
察
／
如
何
に
し
て
構
造
式
が
決
定
さ
れ
る
か
／
生
体
物

丿

　
質
の
構
造
上
の
相
互
の
関
連
性
等
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
絶
好
の
入
門
書
「
テ
キ
ス
ト
に
も
好
適
／
1
0

１
号
‥
Ｈ
神
　
話

２
号
＝
亡
命

３
号
＝
世
直
し

４
号
Ｈ
Ｈ
風
景
論

”
’
《
貴
兄
○
円
〉

の定評ある化学書／日録凰

有無総ノＸ
概概論こ££
磁磁揃5SΞ!.

ノ
宍
宍
勁

＝

4 ■ ■

～

　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
’

ｌ
月
’
ｔ

伝
琴
現
代

ｕ
リ
ｈ
Ｈ
勺
１

輯
既
刊
号
残
部
あ
り

　
書
店
に
ご
注
文
に

　
な
れ
ば
取
り
寄
せ

　
て
く
れ
ま
す
。

５
号
Ｈ
‥
狂

６
号
ｎ
儀

７
号
呼
変

身:式気

伝統と現代壮観討ｎ記V昌

　
Ｉ

｀
Ｉ

　
｀
ｙ
ｌ

－ . ● 　 　 ● 　 ■ 　 ・

　 t ･ ■ 還

.

・ ■ ･ ’ . ･ d ’

j

l .

. . ･ － ･ ･ ･ ･ 』 ･ I - . ･ ’ ･ - ･ ・

.

･

- ･ ’ ● ’ 〃 ■ ■ ■ ■ 　 ㎜ ■

･ ● ● ･ ･ ･ ･ ･

. ・

新
仏
相
中
辞
典

井
上
源
次
郎
・
田
島
清
綱
岡
田
弘
・
中
原
俊
夫
改
訂
　
　
　
　
￥
１
４
０
０
革
￥
１
８
０
０

見
出
語
数
七
万
八
千
余
、
中
型
濯
典
と
し
て
錫
天
の
語
数
を
収
録
。
時
代
の
要
望
に
こ
た
え
フ
ラ
ン
ス
国

語
辞
典
の
新
版
や
新
辞
典
を
参
照
、
内
容
を
増
補
し
た
。
訳
語
は
的
確
簡
明
、
用
例
は
豊
富
に
集
め
重
要

語
に
は
文
法
的
説
照
嘉
踊
に
加
え
て
あ
る
。
最
も
長
い
間
愛
用
さ
れ
て
い
る
学
生
の
た
め
の
実
用
辞
典

新
和
仏
中
辞
典
『

三
木
治
他
七
氏
編
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
１
６
０
０
革
￥
２
０
０
０

見
出
語
数
三
万
五
千
余
、
収
録
語
数
十
万
金
を
誇
る
わ
が
国
は
じ
め
て
の
本
格
的
・
実
用
的
和
仏
辞
典
。

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
複
雑
な
語
義
を
分
類
、
整
理
し
て
庄
き
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
表
現
に
蜀
め
た
。
ま
た
実
用
性

を
考
慮
し
て
時
代
に
即
Ｆ
Ｘ
外
来
語
・
新
語
・
専
門
哲
男
タ
鎚
能
な
限
り
多
く
し
る
し
た
。

２
ジ
ゑ
詣
鴛

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
教
授
ジ
ョ
ル
ジ
フ
マ
ト
レ
著
野
村
二
郎
・
滑
川
明
彦
訳
編
　
　
　
￥
８
５
０

フ
ラ
ン
ス
で
外
国
人
向
け
に
佗
‥
ら
れ
た
基
本
語
辞
典
の
口
座
限
。
必
要
に
し
て
十
分
な
基
本
語
五
千
を

収
め
、
語
義
を
正
碩
に
と
ら
え
、
他
の
辞
典
に
見
ら
れ
な
い
豊
冨
で
適
切
な
文
例
を
添
え
る
な
ど
、
日
本

の
初
級
・
中
級
の
学
習
者
が
使
い
や
す
い
よ
う
綿
密
な
配
慮
を
旭
し
た
理
想
的
辞
典
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
直
文
編
　
　
　
　
　
　
￥
６
５
０

　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　

収
銀
位
一
万
余
。
発
音
は
標
音
符
号
で
示
し

標
沓
４
（

他
に
刀
タ
カ
ナ
で
も
一
し
初
学
者
の
便
を

　
　
　
　
　
４
ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
’

は
か
っ
て
い
る
。
惚
掻
利
な
ポ
ケ
ッ
ト
版

　
　
　
　
　
　
　
゛
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
杉
捷
夫
編
￥
７
０
０
革
￥
１
０
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
録
語
数
三
万
回
千
。
新
語
・
新
語
義
を
豊

″
｀
一
ｍ
″

一
匹
和

４
．
’

藍
ハ

茫
回
菜
羞
。
菜
素
話
に

　
　
　
　
　
　
　
4
.
1
1
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
し
く
解
説
Ｌ
死
機
能
的
辞
典
。

マ
ル
タ
ン
仏
和
犬
辞
典

9
0
0
0

フ
ラ
ン
ス
文
法
事
悪

マ
ル
タ
ン
和
仏
大
辞
典

8
0
0
0

仏
英
和
料
理
用
語
辞
典
門

適
切
な
例
文
を
Ｊ
富
に
添
え
た
実
用
的
な
現
代
語
辞
典
／
￥
９
５
０

タ
イ
ツ
蔵
本
語
節
奏

゛｛

編
者
―
岩
崎
英
二
郎
・
早
川
東
三
・
子
安
美
知
子
・
平
尾
浩
三
・
鉄
野
轡
責
　
協
力
＝
エ
ガ
ー
ス
韓

基
本
語
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
外
国
華
上
達
の
決
定
的
要
素
で
あ
る
．
本
書
の
特
長
は
ド
イ
ツ
に
暴

＆
＿
＝
．
ａ
Ａ
&
&
&
＿
Ａ
Ｍ
～
ｓ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
Ａ
~
．
．
ｓ

ａ
ｓ

～
Ｓ
Ｍ
ａ
．
ａ
．
ｉ
ｓ
４
&
ｓ
ｓ
ｓ
Ｓ
＆
Ｉ
Ｊ
ｊ
Ｓ
Ｓ
ｉ
＿
＆
４

ａ
Ｓ
&
＿
．
．
ｓ
ｓ
&
ｉ
ａ
ａ
ａ
&
&
＆
ａ
ｓ
ｌ
ｌ
ｊ
．
．

ａ
｡
４
‐
ｉ
ａ
。
&
Ｉ

肺
葉
。
反
貴
家
の
論
理
と

1419








